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1. ま え が さ

光源の空間的コヒーレンスは通常ヤングの干渉計によ

る干渉縞のビジビリティ (コストラスト)から測定され

る三) この方法は二つの欠点がある.第1は接近した2

点間のコヒーレンスを測ろうとする場合にはピンホール

の間隔が近づくことになり,必然的にピンホールの直径

を非常に小さくしなければならない.したがって,この

場合にピンホールを通過する光量は少なくなり長時間の

露光が必要になる.第二は一度の測定ではピンホールの

ある特定の位置の空間的コヒーレンスしか求められずあ

る範囲内の空間的コヒーレンスの分布はわからないこと

である.このため空間的にコヒーレンスの変化する光の

測定には向かない.

これに対しGrimes2)はシャリング干渉計を用いた空

間的コヒーレンスの測定を提案した.シャリングされた

波面による干渉縞のビジビリティは空間的コヒ-I/ンス

であって,シャリング量はヤングの干渉計の場合のピン

ホールの間隔に相当する.この方法は十分な光量をとれ

て測定しやすい.この方法によれば空間的コヒーレンス

の分布もわかることができる.Grimesはプリズムシャ

リング干渉計で空間的コヒーレンスを測定したが,この

干渉計ではシャリング量をかえることは必ずしも容易で

はない.

われわれは二重回折格子シャリング干渉計314)で空間

的コヒーレンスを測定した.干渉計の二重回折格子はホ

ログラフィックに製作された.この方法は干渉計の製作

も容易であり,またシャリング量を変えるのも簡単であ

る.

2.二重回折格子シャリング干渉計の原理

図1のように入射光を二重格子に垂直にあてると一次
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回折波面の回折角度は

sinal-NlA

sina2-N2)
(1)

と表される.α.は格子1による回折角,α2は格子2によ

る回折角,Ⅳ1,〃 2はそれぞれ格子1と格子2の空間周波
数,)は入射光の波長である.
このとき,二つの回折波面のシャリング角度αは近似

的に

α-α2-α.≡(N2-Nl)) (2)

であり,両波面の干渉によってできる干渉縞の空間周波

数Ⅳ は

N-1 (3)

となる.式(2)と(3)により

〃-〃2-Ⅳ1 (4)

となる.すなわち,干渉縞の空間周波数は格子の空間周

波数の差に等しく,シャリング量Sは

S-Njl (5)

で表される.ここで,Jは格子から測定面までの距離であ

る.(5)式によって距離 Jをかえると容易にシャ.リング

量Sをかえることができる.さらにシャリング量をかえ

ても干渉縞の空間周波数はかわらない.-これはこの方法

の利点の一つである.

シャリング波面によってできる干渉縞の空間周波数

〃 は2lines/mm ぐらいにとった.これは〃 が5-10

lines/mm以上ではフイルムのMTFの影響を受け,刺

定値が不正確になるおそれがあり,一方〃が小さすぎ

ると干渉縞があらくなりすぎて,観測が困難になるから

である.

3.ホログラフィック二重回折格子の作製方法

われわれはHe-Neレーザ-を光源とし649F乾板を

用い二重露光によりホログラフィック二重回折格子を製

作した.二重格子を作製する光学系は図2のとおりであ

る.レーザー光はビームスプリッタ-BS,反射鏡M,蘇
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